
平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 番　号 28

総合計画の 地教行法 ２３条１項１２号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 404 3,833 217

内一般財源 （千円） 404 3,833 47

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

式 0 0 0

件 4 2 1

件 2 0 0

事業実績・成果 式 0 1（全館） 0

（指標） 作品数 なし
（次回､H22年以降）

なし
（次回､H22年以降）

休止（『町誌』編さんで
町内風景を撮影）

件 1 3（古絵図、古写真）
2（引田家文書、笹木野

新田分間図）

館／点
1／14

（国立劇場）
2／15

（国立劇場、岐阜県立）
0

件 7 11 13

式 1 1 1

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□　十分寄与する ■　　概ね寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

収集・保存事業

 区　　分

名　　　称

貴重資料購入（松茂ゆかりの古文書など）

全町民

貴重資料の購入、寄贈資料の受け入れ、収蔵庫の温度・湿度管理、収蔵庫の防虫・防カビ管理、資料
の修理・複写

松茂町内に残る貴重な歴史・民俗資料を収集し、資料館収蔵庫において良好に保存することを目的と
する。

資料館の充実

寄贈資料（主なもの）

収蔵品修理（石造文化財、美術資料など）

燻蒸委託業務

ふるさと写真コンクール

資料のデジタル複写

他の博物館・美術館等への貸出

収蔵資料の特別利用申請

現代資料（町誌関連）収集

■　　横ばい □　減　少

□　できている

■　できている

事業の目的

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事
 

業
 

の
 

評
 

価

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

事業の方向性 評価委員会意見

資料の購入はしなかったが、町内の旧家から屏風絵の寄贈があった。すでに収蔵した資料の整備については、
古絵図・古文書等のデジタル複製や目録データを作成するなどした。「ふるさと写真コンクール」は、『町誌』編さ
んにともなう写真撮影と実施目的が重複することから、今年度実施を見合わせた。なお、平成23年度に大阪市な
どで採択された小学校社会科教科書に松茂町の地理が取り上げられたため、教材会社からの館蔵資料の特別
利用申請があった。

教育委員会評価の
とおりと認める。

優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。ＢＢＢＢ



平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 番　号 29

総合計画の 地教行法 ２３条１項１２号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 18 2,221 3,120

内一般財源 （千円） 18 82 97

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

件 1 1 1（三木家）

件 2 2 1（住吉新田）

回 なし（次回､H24年） なし（次回､H24年） なし（次回､H24年）

件 1 1 1（引田家文書）

事業実績・成果 件 1 2 3

（指標） 目録 11

件 2（早稲田大学ほか）

人 3 3

点 645 757

ページ 3,073 1,800

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□　十分寄与する ■　　概ね寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

緊急雇用創出事業「文化情報整備活用事業」

調査・研究事業

 区　　分

名　　　称

旧村長宅資料調査

資料館の充実

近世新田文書調査

新聞記事データベース等入力点数

近現代写真デジタル化ページ（枚）数

■　　横ばい □　減　少

□　できている

郡文審連　調査研究発表

学芸員のテーマ研究

現代資料（町誌関連）データベース作成

館内データベースの統合化

大学・研究機関との連携

■　できている

事業の目的

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事
 

業
 

の
 

評
 

価

資料館のテーマにそった学術研究活動を、県内外の各種機関と連携して実施し、その成果の保存・活
用を図ることを目的とする。

学芸員・文化財保護審議会委員・等

古文書調査会の実施、学芸員・文化財保護審議委員のテーマ研究の実施

歴史民俗資料調査員

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

事業の方向性 評価委員会意見

平成21年度から継続して、旧村長宅資料１件と近世新田文書１件の調査を実施している。学芸員のテーマ研究
では、淡路人形浄瑠璃資料館（南あわじ市）に寄託の古文書を調査し、論文を執筆した。現代資料データベース
の作成は、「文化情報整備活用事業（緊急雇用事業）」を活用して実施した。内訳は、『町誌』の執筆・編纂への
活用を目的とした「松茂町総合年表」「福祉年表」「収集資料目録」である。また今年度は、学芸員が人形浄瑠璃
芝居に関する早稲田大学と財団法人淡路人形協会の学術調査に参画した。

教育委員会評価の
とおりと認める。

ＢＢＢＢ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。



平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 展示・公開事業 番　号 30

総合計画の 地教行法 ２３条１項１２号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 2,241 2,102 228

内一般財源 （千円） 2,241 2,102 228

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

人 20,270 20,156 21,124

回 1 1 1

事業実績・成果 回 0 0 1

（指標） 回 3 3 3

冊 350 （H22年度まで休刊） （H22年度まで休刊）

回 12 12 12

回 6 6 6

式 1 1（全面リニューアル） 1（更新72回）

回 1 2 0

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□　十分寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

■　　横ばい

 区　　分

名　　　称

常設展示（水とたたかう松茂の人々／人形浄
瑠璃芝居）

企画展示「松茂の浄瑠璃と人形芝居」

他館（他機関）と連携した企画展示

企画展示「講座作品展」

事業の目的

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事
 

業
 

の
 

評
 

価

館報『歴史の里』出版

『広報まつしげ』連載

各テーマのミニ企画展示開催

ホームページの開設

展示室の機器の更新

事業の方向性 評価委員会意見
教育委員会評価の
とおりと認める。

今年度の入館者数は、21年度から微増で「平年並み」であった。企画展示については、文化庁美術館・歴史博物
館活動基盤整備支援事業に参画し、10月９日～17日まで巡回展「海を渡った人形と平和への願い」を開催した。
その他、ミニ企画展示を６回開催し、好評であった。町広報の「資料館だより」は、資料館イベントのお知らせの
他、「Ｑ＆Ａ 路傍の歴史を訪ねて」など、多彩な情報を発信した。ホームページについては、21年度からの新シス
テムを生かして、タイムリーな話題の更新に努力した。なお、『館報 歴史の里』については、町誌編さん事業と一
部業務に重複があることから、今年度まで休刊し、必要な資料・情報はホームページ等で提供した。

優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている。ＢＢＢＢ

資料館の充実

企画展示の開催、『館報』（紀要）等の出版、町広報誌への情報提供、ホームページの開設

資料館の収集資料や調査研究の成果を、展示会や図書出版等により町民に公開することを目的とする。

全町民

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

□　減　少

■　　概ね寄与する

□　できている

■　できている



平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 資料館講座事業 番　号 31

総合計画の 地教行法 ２３条１項１２号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 1,396 1,241 1,340

内一般財源 （千円） 393 428 667

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

回／人 22／96 22／95 22／71

回／人 22／124 20／100 22／91

回／人 20／77 15／60 19／81

回／人 22／118 21／140 20／169

回／人 21／188 20／35 20／99

回／人 21／84 20／119 20／74

回／人 21／123 20／108 20／114

回／人 21／60 （ 休　講 ） （ 休　講 ）

回／人 （ 休　止 ） （ 休　止 ） 6／74

回／人 20／335 20／300 20／322

回／人 38／528 35／562 38／551

回／人 20／259 20／162 （ 休　講 ）

回／人 20／155 20／140 20／130

回／人 8／32 （ 休　講 ） （ 休　講 ）

回／人 4／30 （ 休　止 ） （ 休　止 ）

日／人 2／23 2／28 1／10

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□　十分寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

名　　　称

浄瑠璃さわり教室

木偶人形彫り教室（上級）

木偶人形彫り教室（初級）

藍染め教室（水曜日・中級）

□　減　少

陶芸教室

古文書講座（座学）

古文書講座（輪読）

古文書講座（初級）

藍染め教室（水曜日・初級）

藍染め教室（金曜日）

藍染め教室（土曜日・中級）

藍染め教室（土曜日・初級）

歴史（郷土史）をテーマにした講演・講座

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事業実績･成
果

（指標）

事
 

業
 

の
 

評
 

価

夏休み教室

わくわく藍染め体験（初心者向け事業）

■　　横ばい

絵画教室

 区　　分

事業の方向性 評価委員会意見

　優れた取り組みがいくつかあり、成果があがっている。

「浄瑠璃さわり」「木偶人形彫り」など、伝統的技能を習得する講座では少人数指導を実施し、受講生から好評を得た。
また、「藍染め」「絵画」「陶芸」では、受講生自身が講座の運営や初心者の指導を行う等、町民が自発的に生涯学習
に取り組む成果が見られている。「古文書講座」は、町誌事業とスタッフが重複しているため、この２か年間、規模を縮
小して開講している。なお、夏休みの児童・生徒向け講座はここ２年間休止し、初心者向けの「わくわく藍染め体験」を
実施しているが、再開の要望もあることから、次年度に向けて見直しを行う。

ＢＢＢＢ

陶芸・藍染め・絵画教室の運営方
法について、抜本的な改変を求め
る意見と、現状継続を可とする意
見の両論があった。意見集約を図
り、運営のあり方について一度検
討すべきである。

伝統文化の継承・保存と活用の推進

資料館講座

多様な町民の生涯学習ニーズに応えるため、資料館の教育活動の一環として、館の機能・設備を活か
した資料館講座を実施し、町の歴史と文化に対する啓発を進めることを目的とする。

全町民

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

■　　概ね寄与する

□　できている

■　できている

事業の目的



平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 番　号 32

総合計画の 地教行法 ２３条１項１２号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

 区　　分 Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 242 93 96

内一般財源 （千円） 222 73 74

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

組／人 3／94 7／198 3／83

園／人 3／136 2／133 3／141

校／人 3／144 3／165 3／150

組／人 5／158 6／163 5／150

校／人 1／73 0／0 0／0
（鳴門市副読本に協力）

人 22 中止（新型インフル） 20

園校／人 1／90 1／99 2／206

園校／人 0／0 0／0 0／0

大学／人 1／8 2／4 2／4

校／人 1／5 中止（新型インフル） 2／10

件／人 2／60 2／50 0／0

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■　十分寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

資料館・学校連携事業

名　　　称

町内小学校 総合学習支援

町内各幼稚園 卒園藍染め体験

伝統文化の継承・保存と活用の推進

資料館の機能・設備を活かして幼小中学校等の教育活動を支援し、児童・生徒における町の歴史と文
化に対する意識を高めることを目的とする。

町内各小６年生 卒業藍染め体験

町内小３・４年生 社会科見学（「開発単元」）

町外小３・４年生 社会科見学（「開発単元」）

夢フライト中学生 記念品藍染め

町内園・校 遠足来館

町外園・校 遠足来館

大学生 博物館実習（学芸員資格課程）

小・中学校職場体験

大学・教育委員会等研修受け入れ

■　　横ばい □　減　少

□　　概ね寄与する

□　できている

□　できている

事業の目的

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事業実績･成果
（指標）

事
 

業
 

の
 

評
 

価

幼・小・中 児童・生徒及び教職員等

学芸員ゲストティーチャー、社会科見学、藍染め体験、実習・体験の受け入れ

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

事業の方向性 評価委員会意見

優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている。

教育委員会評価の
とおりと認める。

小学校３年生の社会科や、高学年の総合学習での資料館利用のニーズは高く、安定した利用実績がある。ま
た、卒園・卒業行事としての藍染め体験は、松茂町の特色ある教育として定着し、園児・児童及び教員から好評
を得ている。職場体験の受け入れでは、松茂中学校２年生に加えて喜来小学校６年生児童を受け入れた。博
物館実習（学芸員資格課程）では、四国大学と静岡大学からの実習生を受け入れた。

ＡＡＡＡ



平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度 事業点検事業点検事業点検事業点検・・・・評価評価評価評価シシシシ－－－－トトトト

事務事業名 番　号 33

総合計画の 地教行法 ２３条１項１４号

計画の体系 担当課名 歴史民俗資料館

Ｈ２０決算 Ｈ２１決算 Ｈ２２決算

事業費①　 （千円） 679 4,356 1,959

内一般財源 （千円） 679 656 819

単 位 Ｈ２０年度実績 Ｈ２１年度実績 Ｈ２２年度実績

通年 通年 通年

千円 144 144 144

千円 72 72 232

事業実績・成果 冊 0 0 0

（指標） 式 1 1（契約更新） 1

回／人 13／172 11／112 12／140

団体 1 2 1

団体／
千円

2／
3,700

2／
1,140

必要性（町民のニ－ズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■　増　加 □　かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□　十分寄与する □　あまり寄与していない □　できていない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■　十分できている □　あまり寄与していない □　できていない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会松茂町教育委員会

国・県・財団等による文化財助成

文化財保護事業

 区　　分

名　　　称

文化財パトロール

伝統文化の継承・保存と活用の推進

ふれあい座活動助成（国無民）

□　　横ばい □　減　少

■　　概ね寄与する

□　できている

二上り音頭活動助成（町無民）

『文化財めぐり』等の文化財解説書刊行

埋蔵文化財行政事務委託

無形文化財等（ふれあい座）上演事業

全国・地域ブロック大会参加（無形文化財等）

□　できている

事業の目的

事 業 内 容

事業の対象

事 業 コスト

事
 

業
 

の
 

評
 

価

全町民

有形文化財の保護、無形文化財の伝承、史跡・天然記念物の保護、埋蔵文化財の保護

国民的財産である文化財を保護・伝承し、町民文化の向上に寄与することを目的とする。

総 合 評 価

判 定 説 明
及 び 考 察

事業の方向性 評価委員会意見

優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている。

指定文化財２団体（ふれあい座、二上り音頭保存会）は、技芸の伝承と披露だけでなく、後継者育成事業（こど
も教室など）にも積極的に取り組み、優れた成果を上げている。また、影絵劇団はなほなは、第25回国民文化祭
おかやま2010に、徳島県代表として出演した。埋蔵文化財保護事業は、平成21年度以降も北島町教育委員会
に専門的業務を委託し、コスト縮減の効果を上げた。なお、今年度、文化庁と県子育て支援臨時特別対策補助
金から、三人背継ぎ獅子舞（広島東福組）と笹木野春日神社祭礼（山ノ手祭礼文化保存会）に道具経費の助成
を受けた。

教育委員会評価の
とおりと認める。

ＡＡＡＡ


